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共同研究契約における実施料支払い規定に関するセミナー

定規い払支料施実るけおいに

抑』
姉
翻
ヽ
て

は

い

回

つ

△
フ
に

柴田 義弘
明治大学 社会運原促連知財本部
知的財産マネージャー

元 三菱化宇 (株)知的財産部 主席次長

一般的には、相手方企業が実施したときに、大
学は実施料の支払いを受けられるように規定し
ます。
共同研究が成功した場合 共 同研究の相手方企業は自ら事

業化し 共 同研究の果実である成果の実施利益を享受します。
一方大学は通常 自 ら事業化することよありませんから 果

実についての実施利益を得ることができません。

従つて、共同研究契約においては研知戎果の帰属及びその運

用に関し、その帰属は共有とするが 相 手方企業が実施したと

きは実施料を支払うものとする旨の規定がなされ 上 記不均衡

を調整する規定がおかllるのが普通です。

この規定は 一 般に 開口謝聞翻期 規定と呼ばれています。

権利共有の規定のみでは不十分、運用に関する

規定が必要です。

これに対し 運 用に関する規定を置かす単に研究成果の

帰属を共有する旨の規定のみに留めますと、大学にとって

非常に不利な契約になつてしまいます。

というのよ 特 許法には、特許権が共有に係るときは、

契約で別段の定めをした場合を除き 他 の共有者の同意を

得ないで、そのヽ分の多少に係わらすその特許発明の実施

を実施することができる旨 (フe条2項)さ らに各共有者は

他の共有者の同意を得なければ 第 二者に実施計誌できな

い旨 (フ3条0頂)規 定されています。

すなわち企業は自ら自由に実施でき 例 段の定めがなけ

れば大学への実施料支払いは不要)か つ大学が第二者ヘラ

イセンスしようとしてもこれを拒否できますが 大 学は実

際上自ら実施もできす、かといってライセンスも思うよう

にできす 極 めて不利となつてしまいます。

最近 、企業が、独 占 しない場合は実施料支払い

な しで済 ませ られるように求め、交渉が難航す

るケースが増加 しています。

企業の知的財産部門実務担当者の集まりである日本知的

財産協会から出さrlた考え方 (一つの考え方として提案さ

れていますが)を 契機に 最 近の契約交渉において企業か

ら 独 占実施 (第二者にライセンスしないで、自社のみ実

施を独占する)な ら実施料を支払うが 通 常実施 (自ら実

施もするが 独 占はせす 第 三者にもライセンス可とする)

の場合には 実 施料を支払いたくないとの主張が時折なさ

れるようになりました。

この理由として企業わヽらは 通 常実施を選んだ場合にも

実施料を支払うこととすると 実 施料支払いが重荷となっ

て第三者との市場競争力が損なわれてしまう恐れがあると

か 特 許法では 共 有者はもともと自由に実施できるとさ

れているのに な ぜ実施料を支払わなけllばならないのか

というようなことが主張されています。

この主張 よ大学側からみると 色 々な問題点があり 契

約交渉を徒に長ヨかせる一因となりつつあります。

すなわち 競 争力確保については 第 二者へのライセン

スの実施料率と共同研究の相手方企業が大学に支払う不実

施補償の料率の詞整等の手段により 企 業が不利にならな

いようにすれば良いのではないかとの反論が生じますし

後者についても 特 許法において 「別段の定めをした場合

を除さJ自 由に実施できると規定されているのであつて

大学と企業のように立場が大きく相遺する者の間の共同研

究の場合 実 施料を支払う等の 「別段の定めJを おくこと

は必要であると思われるからです (なお 企 業間共同研究

例えば原料メーカーとそのユーザーとの共同研究において

は 運 用と利益配分について協議し調整し 「別段の定めJ

をおくことは [く 一般的に行われていることです)。

本学 は、通常実施の際にも実施料支払いを求め  へ

ることを原則としています。

本学の共同研究契約の雛形では 次 のようにされています。

①研究成果である知的財産権の帰属は共有とする。

②知的財産権を (共同研究の相手方である)企 業が実施

するときは 本 学との協議により定める実施料を支払う。

③第二者ヘライセンスする場合には、大学 企 業両者同

意の上行う。条件についても両者協議する。

すなわち 企 業には 実 施するときの実施料支払いの義

務が課せられていますが 第 二者へのライセンスを拒否し

て独占実施する選択をなしうるように配慮されています。

また 競 争力についても 実 施料の協議決定の際に配慮
できるようになつております。

もちろん本学は 状 況に応じて権利の帰属及びその運用
全体につき 上 記雛形とは別の取り決めとすることについ

ても フ レキンブルに対応しています。



社会連携促進知財本部主催 ・参加行事のご案内

社会連携促進知財本部は、本学の研究成果を産業界等に広く社会に還元するための様々な行事を行つています。本年

10月から12月までの間に知財本部が主催あるしHよ参加 出 展する 「産掌交流ブログラム」についてこ案内します。

この交流会は、地場の産業や地元企業等の二一ズに適応する本字の研究成果や技術を提供するものです。

1 新 潟県県央地域 (第2回 )

昨年に続いての開催となる新潟県県央地域でよ 「企業のイノベーション ("lJ革新)J「マーケテインクJ「 モータ

の応用J「 環境Jの 4つをテーマとして 本 学教員が自らの研究成果をこ紹介します。

★ こ参加の申込期限が2005年 10月12日までとなっておりますので、お早めにお申込みください★

申込Jは  本 学ホームページ (社会連松促進知ロオ本部のベージ)わ ら`タウンロードして頂けます.

日  時   2005年 10月 20日 (木)1330～ 18:40

会  場  (財 )新潟県県大地域地場産業振興センター

(三条 燕地域リサーテコア)

参 〕口費  無 料(懇親会参加費は3000円 )

募集定員  フ o名

く第1部> 議 寝&特 別対説

◆テーマ イ ノベーションと大学の 「知」の活用

体験的企業生き残り戦格

◆説 師  堀 井 朝 運 (タカノ株式会社相談役)

く第2部 > 分  科  室

,「 新たな事業と新た■tr需要を創出するマーケティングJ
―― 競争のない未知の市場空間への道じるべ

話師 井 上 ■ 通 (明お大学問宇部教11)

0「 交流モータの動向とその応用J

講師 三 木 ― 郎 (明治大学理工学部教授)

0「 土l・汚梁の早期発見とビジネス屈門J

講師 登 尾 浩 助 (明右大字世字都助教!ヨ)

■)「明治大学の一押し技術シース紹介コーナーJ

交 流  会

初開付となる同山県倉敷市においても

日  時  2005年 11月4回 (金)

会  場  倉 敷市商工会議所

参 力回費  無 料

2 同 山県倉敷市 (第1回)

開催日

9月 27日 (火)～
2 9日 (木)

10月 4日 〈火)～
8日 (■)

10月 18日 (火)

10月 26日 (水)～
28日 (金)

]]月 2日 (水)

1]月 30日 (水)～
12月  2日 (金)

12月  5日 (月)

一ズに適応する本学の研究成果や技術を提供します.

<第 1部 > 巨 調謡濠

●テーマ 地 域活性化と地域ブランドのに立 (仮趣)

◆講 師  大 友 純 (市字部.lt授)

その他詳細は 追 つてこ実内しますご

産宮学連携イベントSプ ログラム

イノベーション ジャリヽン2005

シーテックジャパン 2005

「明治大学 1崎 市産学交流会
(仮称)」発足意見交換会

特許流通フェア中部2005

第6回ビジネスフェアfrom Tama

特許流通フェア n東京

第2回関東 関西8私大学
産学遵指フォーラム

会   場

東京国際フォーラム

千葺県幕長メッセ

明治大学生回校合

名古屋中小企業振興会館

新宿NSビ ル

東京国際展示場

同志社大学今山川キャンパス

主   催

」STx NEDO※

(社)電子情報技fJ産業協会」E TA他

明治大学、,崎 市工業団体連合会

特許庁 中部経済唐業局

(社)TAMA産 業活性化協会
西武ニューリーダーズクラブ2]

特許庁 関東経済産業局

明治大学 日本大学 中央大学
東京電機大学 同志社大学
立命館大学 関西大学 関西字院大学

,J主F[“=A Fr iヤⅢ■_ャ ■サti↑十11■11Ⅲ

このページについての
お問い合わせ先

|‐JSTIナ 」工行に'■■干」字,lifl帆 村 ■ NEO〔〕

明治大学社会連続促進知財本書嗜ぉぃェ,
担当 :知的財産マネージャー 常 泉 TEL 03-3296-4281

― ― |
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